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平成 20 年 3月 27 日 

 各   位 

会社名    暁 飯 島 工 業 株 式 会 社 

代表者名    代表取締役社長  飯 島  康 輔 

       （ＪＡＳＤＡＱ・コード1997） 

問合せ先   取締役専務執行役員  

役職・氏名  (管理統括部長)  藤 沼  一 男 

電話    ０２９（２４４）５１１１ 
 
 

平成 20 年 8 月期中間期及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向を踏まえ、平成 19 年 10 月 12 日付当社の「平成 19 年 8 月期決算短信」にて公表して
おります平成 20 年 8 月期（平成 19 年 9 月 1 日～平成 20 年 8 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正い
たしますのでお知らせいたします。 

 
記 

 

1. 連結業績予想の修正 

（1）中間期（平成 19 年 9 月 1 日～平成 20 年 2 月 29 日）           （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益 

前 回 予 想 （Ａ） ３,７００ ６０ ２０ ２０

今 回 予 想 （Ｂ） ３,７５０ １１０ ９０ ２３０

増 減 額 （Ｂ－Ａ） ５０ ５０ ７０ ２１０

増 減 率   （％） １.４ ８３.３ ３５０.０ １,０５０.０

（ご参考） 

前中間期(平成 19 年 2月中間期)実績
３,７５６ △２７４ △２５２ △２５９

 

（2）通 期（平成 19 年 9 月 1 日～平成 20 年 8 月 31 日）           （単位：百万円） 

 

2. 単独業績予想の修正 

（1）中間期（平成 19 年 9 月 1 日～平成 20 年 2 月 29 日）           （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益 

前 回 予 想 （Ａ） ３,７００ ６０ ２０ ２０

今 回 予 想 （Ｂ） ３,７００ １００ ９０ ２３０

増 減 額 （Ｂ－Ａ） － ４０ ７０ ２１０

増 減 率   （％） － ６６.７ ３５０.０ １,０５０.０

（ご参考） 

前中間期(平成 19 年 2月中間期)実績
３,７４３ △２６７ △２４４ △２５６

 

（2）通 期（平成 19 年 9 月 1 日～平成 20 年 8 月 31 日）           （単位：百万円） 

 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益

前 回 予 想 （Ａ） ８,５５０ １７０ １００ １００

今 回 予 想 （Ｂ） ８,０５０ ２２０ １６０ ２８０

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △５００ ５０ ６０ １８０

増 減 率   （％） △５.８ ２９.４ ６０.０ １８０.０

（ご参考） 

前期(平成 19 年 8 月期)実績 
８,１１４ △２３０ △２３２ △４３３

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 予 想 （Ａ） ８,５００ １７０ １００ １００

今 回 予 想 （Ｂ） ８,０００ ２２０ １６０ ２８０

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △５００ ５０ ６０ １８０

増 減 率   （％） △５.９ ２９.４ ６０.０ １８０.０

（ご参考） 

前期(平成 19 年 8 月期)実績 
８,０９１ △２２５ △２２７ △４２８
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3．修正の理由 

（1）連結業績 

主に単独業績予想修正に伴う修正であります。 

 

（2）単独業績 

中間期の業績予想につきましては、売上高は、ほぼ前回予想通りとなる見込みであります。 

損益につきましては、営業利益は、販売費及び一般管理費（主に人件費）の削減が期初計画以

上に図れたことから、前回予想を上回る見込みであります。経常利益も、営業利益の増加に加え

有利子負債の削減に努めたことから金融費用が期初計画以上に減少し、前回予想を上回る見込み

であります。 

また、最終損益（中間純利益）につきましても、平成 20 年 1 月 31 日付「合意による訴訟の一

部和解及び特別利益の発生に関するお知らせ」にて公表しておりますとおり、貸倒引当金の戻入

益（1億円）を特別利益に計上する見込みであること並びに一般債権の減少により同引当金の戻入

益（約 30 百万円）が発生することから、前回予想を上回る見込みであります。 

 

なお、通期の業績予想につきましては、主に民間の建築設備事業において競争の激化及び改正

建築基準法施行の影響等により、上半期の受注高が期初計画を下回っているため、下半期の売上

高は期初計画より減少することが見込まれ、通期の売上高は前回予想を下回る見込みであります。

損益につきましては、中間期と同様の理由から、前回予想を上回る見込みであります。 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 

 

 

 

 

 


